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2015年3月に会計士三田会会長に就任し、
本年3月には任期を迎えることになりました。
歳月の流れは速く、会長就任の挨拶をしたこ
とがつい昨日のように感じられます。

私は、この2年という短い間にも会計監査
を取り巻く状況は大きく変わってきたと感
じています。そのことを2つの事例を取り上
げて記してみたいと思います。

1つは、情報開示の充実や社会一般の人々
が理解できる言葉によるコミュニケーショ
ンを求める傾向が強くなってきたことです。
スチュワードシップ・コード（2014年）やコー
ポレート・ガバナンス・コード（2015年）の
公表によって、企業の持続的な成長と企業価
値向上のために、適切な情報開示と透明性を
確保し、そして、企業のガバナンスに独立し
た第三者の視点を導入することが推奨され
ています。特に、企業が株主やステークホル
ダーに有する責任を果たすために、企業の経
営も企業内の論理によるのではなく、社会一
般の人が理解できる論理に基づいて行うこ
とが求められています。

また、同じことが、大手の監査法人のガバ
ナンスに対しても要求され始めています。監
査法人のガバナンス・コードを策定しよう
という最近の議論は、専門職業である公認会
計士の業務についても、外部の第三者の視点
を入れた経営を行うべきこと、そして、外部
の第三者への情報発信の重要性を強調して
います。そして、そのような情報発信は、専門
家の論理ではなく、社会一般の人々が理解で
きる言葉で行われることが期待されている
ように感じられます。このように、公認会計

士業界も、これまでのあり方を見直す必要に
迫られています。

もう1つは、最近の公認会計士志望者の増
加傾向と合格者の低年齢化の傾向です。海外
では、公認会計士は、監査法人で働く以外に
企業や大学などいろいろな分野で活躍して
おり、それらとの間での相互交流も盛んなよ
うです。日本では、ほとんどの合格者が、監査
法人に就職していますが、今後多様な分野で
会計士が活躍するようになるべきだと感じ
ています。また、専門家として公認会計士を
採用したいという企業側の需要も増えてき
ているようです。

最近の合格者には、大学1年や2年で合格す
る人が増えており、そのこと自体はいいこと
ですが、合格後大学を卒業して就職するまで
の間に、知識の習得やモチベーションなどに
空白が生じないようにするために大学をは
じめとした関係者の対応が必要ではないか
とも感じています。

このように環境が変わる中、会計士三田会
は、異なる分野や職場で働いている塾出身者
が集い、お互いを知り、情報交換をし、懇親で
きる場として、これまでも役割を果たしてき
ましたが、今後もその役割を果たしていくで
あろうと期待しています。皆様には、ぜひ会
計士三田会をそのような場として活用して
いただきたいと思います。

最後になりますが、2年間ご協力いただき、
ありがとうございました。感謝申し上げます。

大きく変わりゆく会計監査環境と会計士三田会

○○　○○

公認会計士三田会会長

昭和51年商学部卒

山田　辰己
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武村　展英

衆議院議員
内閣府大臣政務官

平成７年商学部卒

内閣府大臣政務官（金融庁、経済再生担当）に就任して

いた検査・監督体制を180度転換し、担保や
保証に過度に依存することなく取引先企業
の事業内容や成長可能性を適切に評価して、
生産性向上につながる融資や本業支援を提
供することを促す方針ですが、こうした方針
が検査・監督の現場で着実に根付き、金融仲
介機能の質が向上するように実務的な観点
から力を注いでまいります。

最後に、金融庁は公認会計士制度を所管し
ております。私自らの職業でもある公認会計
士の制度につきましては当然のことながら
強い思い入れがありますが、会計監査の社会
からの信頼性確保に向けた取り組みが急務
であり、心して取り組んでまいります。現在、
監査法人のガバナンスコードの策定が最終
段階にあります。コードの策定後も、実際に
行われる会計監査の質の向上につながるよ
う取り組んでまいります。皆さま方には今後
ともご指導を賜りますようお願い申し上げ
ます。

平成７年商学部卒業の武村展英と申しま
す。公認会計士三田会には平成15年に入会さ
せていただいております。公認会計士三田会
の皆さまにおかれましては、様々な分野で日
本経済の発展にご尽力をいただいておりま
すことに敬意と感謝を申し上げます。また
新たに公認会計士三田会に入会された皆さ
ま、誠におめでとうございます。

私ごとになりますが、この度、内閣府大臣
政務官（金融庁、経済再生担当）を拝命いたし
ました。内閣府では、主に経済分野を担当し
ており、金融庁、経済再生の他、TPP、健康医
療戦略、PFI、経済財政諮問会議、未来投資会
議、政府税制調査会、個人情報保護、農産物輸
出戦略など多岐にわたっており、公認会計士
としての経験を生かして心して職責を全う
してまいる所存です。

特に、経済再生の司令塔である「経済財政
諮問会議」「未来投資会議」は今後の日本経済
の方向性を定める重要な担務です。「経済財
政諮問会議」では子育て・介護や研究開発に
重点的な予算配分を行うべきとの結論を得
て平成29年度予算案に反映したところです。
また、「未来投資会議」では介護・医療分野
でのAI（人工知能）やロボットの活用、農業の
資材価格引き下げ、建設現場での生産性20％
向上、海外からの日本への観光を促進するた
めのビザ要件の緩和を進めるなど成長戦略
を着実に進めてまいります。

金融庁につきましては「金融処分庁」から
「金融育成庁」への大転換を目指しています。
特に地域の金融機関については、これまでの

「不良債権を発生させない」ことに重点を置
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好きだったことに加え、事業活動のグローバ
ル化に伴ってIFRSを導入企業も増加してい
るということで、今後益々英語の能力が必要
不可欠になっていくと考えたからです。今は、
大学受験以来触れてこなかった英語を思い
出すという段階ですが、大きなチャンスを掴
む自分を想像しながら、今後も継続していく
所存です。

最後になりましたが、入所後に多くの慶應
義塾大学出身の先輩方にお会いしました。そ
の度に三田会の繋がりの強さを感じるとと
もに、私が身を置いている環境の素晴らしさ
をひしひしと実感しております。人間として
も公認会計士としてもまだまだ未熟ではあ
りますが、様々なことに意欲的にチャレンジ
し、社会に貢献できる人材になれるよう日々
精進して参りたいと思います。今後とも皆様
のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしく
お願い申し上げます。

会計士三田会の皆様 初めまして。昨年度
より新人世話人を拝命いたしました、柴田勝
浩と申します。この度はこの様な機会を頂き、
大変光栄でございます。

早速ですが、公認会計士を志した動機も含
めて簡単に自己紹介をさせて頂こうと思い
ます。私は、生まれも育ちも新潟県で、慶應義
塾と関わりを持ったのは大学からでした。憧
れの大学への入学が決まり、期待に胸を膨ら
ませていたのをつい最近のことのように覚
えています。公認会計士試験には、在学四年
次に無事に合格し、現在は新日本有限責任監
査法人にて主に一般上場会社及びファンド
の監査に従事しております。

私が公認会計士を志したきっかけは、友人
が公認会計士を目指していたからでした。当
初、公認会計士と税理士の違いも分からな
かった私でしたが、その専門性に徐々に魅力
を感じるようになり、専門学校の体験の門を
叩きました。

さて、早いもので監査業務に従事し始めて
一年が経ちます。短い期間ではありましたが、
職業的専門家としての責任感を痛感する機
会が多々あった様に感じます。クライアント
の要求に対しては、こちらが新人か否かに関
係無く応えなくてはならないためです。その
ためには、より深い知識を身に付ける必要が
あり、常に勉強が必要となります。私は、知的
好奇心を持ち、自ら能動的に知識の吸収に努
めるようにしています。

又、会計以外にも何か一つ付加価値を生む
様な事をやろうと自分なりに考え、英語の勉
強に励んでいます。大学受験において英語が

会計士としての一年を終えて

柴田　勝浩
平成28年経済学部卒
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はじめまして。法学部政治学科4年の寺谷
暢泰と申します。

2015年に論文式試験に合格し、現在は新日
本有限責任監査法人において学生非常勤と
して製造業等の監査業務に従事しておりま
す。

私は、2007年に慶應義塾湘南藤沢中等部
に入学し、そのまま高等部に進学いたしまし
た。中高時代は水泳部に所属しておりまし
たが、大学ではすっかり泳ぐこともなくな
り、体重とコレステロールが気になる日々を
送っております。

私が公認会計士を目指したきっかけとし
まして、会計士が日本の経済の根底を支えて
いるという点に惹かれたことでした。大学で
は、会計の世界とは一見縁遠い政治学科で勉
強をしていました。政治学科を志望した理由
に、日本の国際的地位向上に微力ながら貢献
できる人間になりたいとの思いがありまし
た。私を育ててくれた日本に対して何か恩返
しができないかと考えての事です。

一方、大学での勉強の他に何か実学も学べ
ないかと考えたところ、会計士という選択肢
に出会いました。「会計士は市場の番人で
あり、国民経済の発展に寄与できる」と予備
校で学習してもいまいちイメージの湧かな
かった私ですが、監査業務に携わっていくう
ちに使命感のある仕事であると実感してい
る次第です。

昨今、偏狭なナショナリズムの台頭に色め
き立つ世界ですが、今はグローバルの時代で
す。経済活動がボーダレス化した時代だから
こそ、市場に対し信頼ある財務情報を提供す

ることで、日本が世界から信頼される誇らし
い国になる、そしてその過程に携われること
が私の大きな夢であります。市場の番人であ
ることを常に心に留め置き、又大学入学時に
抱いた志を忘れずに日々精進してゆく所存
です。

私の近頃の趣味としては、非常勤として勤
務しつつ休暇を頂いて海外旅行に行くこと
です。海外に行く度に日本がいかに恵まれて
いるかを痛感しますが、それでも未知の世界
に飛び込める期待感を胸に、片言の英語を引
き連れて旅行を満喫しています。

最近では、1年で3度行った台湾がマイブー
ムです。台湾人の温かな人柄と豊かな食文化、
そして多民族が特色ある地形の中で共生す
る文字通りの多様性に富んだ地域である点
に心惹かれています。食事と九份ばかりに目
が行きがちですが、それ以外にも様々な文化
に触れられて心癒される場所が沢山ござい
ます。皆様もぜひ繁忙期明けに行ってみては
いかがですか。(笑)

最後になりましたが、三田会所属の全ての
先生方や会の運営にあたる事務局の皆様の
お力によりまして、僭越ながらこの場を借り
てご挨拶をさせて頂くことができました。心
より御礼申し上げます。

今後も皆様方からご指導ご鞭撻を賜りた
く存じますと共に、皆様の更なるご活躍をお
祈りいたしまして結びとさせていただきま
す。

寺谷　暢泰

感謝と恩返し

法学部4年在学中
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井上　貴博
経済学部4年在学中

プロフェッショナルとしての自覚

はじめまして、この度あずさ監査法人に入
所いたしました井上貴博です。

私は慶応義塾湘南藤沢高等部から慶應に
入学し、大学は経済学部に身を置いていまし
た。この7年間の慶應生活を振り返ってみる
と、実に数え切れないほどの貴重な経験や支
えを享受してきました。高等部の時には留学
プログラムを利用してこのプログラムでし
か出会えない外国の友人と出会うことがで
きましたし、まさに慶應でしか受けられない
ような特異な授業も受けることができまし
た。また、私が公認会計士を目指すきっかけ
となったのも、それに向かって熱心に勉強す
る高校の友人でございます。たくさんの人の
支えがある中で今の自分があると思ってお
ります。そのようななか、この場を借りて慶
應の方々にお礼を含めて自分の気持ちを表
せることを大変喜ばしく思います。

さて、今年から私の人生は大きな転換期を
迎え、社会人として新たな道を歩んで参りま
す。ここで僭越ながら私の抱負を大きく2つ
述べさせていただきたいと思います。1つ目
は、いかに新人であろうと公認会計士という

「プロフェッショナル」として大きな責任と
誇りを持って仕事をしていきたいと思いま
す。近年の大企業の不正などがあり、会計士
業界が向かい風となっている今、改めて自分
がどれだけ社会において重要な役目を担っ
ているのかを痛感しました。職業倫理を遵守
することはもちろんですが、自分がその道の
プロであることを常に念頭に置きたいと思
いました。プロということは、つまり一流で
あるということです。監査は我々のみができ

る独立業務であります。故にその品質は二流
ではなく常に一流であるべきだと感じてお
ります。

2つ目は、将来海外で働けるためのグロー
バルスキルを身につけることです。幼い頃に
中国に5年間住んでいたこともあり、海外で
働くことに憧れていました。あくまで持論で
すが、グローバルスキルは必ずしも英語だけ
ではないと思っております。この仕事は究極、
人に尽き、コミュニケーション能力が重要だ
ということを多くの方々から伺いました。字
面だけを追って覚えた英語では、対面では思
うように話すのは難しいです。発音は良くな
くても対面で円滑に話すことができ、さらに
出来ればその土地の伝統や歴史などの教養
を知っていることも大事なのではないかと
思います。小さくどうでも良さそうなことで
すが、このような小さなことに価値があり、
海外での仕事の助けになると思えてはなら
ないのです。このようなことが真に求められ
ているグローバルスキルなのではないかと
思います。

最後になりますが、プロフェッショナルと
しての自覚、そしてグローバルスキルの追求、
この2つを念頭に一生懸命頑張りたいと思い
ます。今後とも何卒、ご指導ご鞭撻を賜りま
すよう、宜しくお願い申し上げます。
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水落　智久
商学部4年在学中

公認会計士三田会の皆様へ

初めまして。商学部4年生の水落智久と申
します。この度は会報に寄稿する機会を頂戴
しまして大変光栄に思っております。私は
2015年度の公認会計士論文式試験に合格し
まして、次の4月より新日本監査法人に就職
し証券会社の監査に従事する予定でござい
ます。また、大学では監査論のゼミナールと
アカペラサークルに所属しており、受験生時
代に双方の活動を続けながら無事に試験に
合格することができました。その内、サーク
ル活動は大学を卒業するまで続くため、初心
を忘れず最後まで全力でステージに立ち続
けたいと考えております。

ここからは公認会計士試験に合格した後
のお話をさせて頂きます。私は公認会計士試
験に合格し入社してみて、慶應義塾を進学先
として選び、また公認会計士という資格を志
すという過去の決断が正しかったとより感
じました。というのも受験生時代はこの公認
会計士という職業が果たして私自身の将来
にどのような可能性をもたらすのか、正直イ
メージしきれていない部分もございました。
しかし、実際に公認会計士三田会でお会いし
た塾員の方々のお話を伺うことでその可能
性の広さを知り、将来への不安が希望へと変
わりました。大変な試験勉強で辛い時期もあ
りましたが、もし会計士を目指した大学入学
時に戻れることがあったとしても同じ決断
をすると思います。

近況としましては大切な人達と過ごす時
間をより大切にしたいと考え日々過ごして
おります。4月からは繁忙期となり、家族や
友人と過ごす時間を確保することが時には

難しくなると思います。そのため日々の家族
との食事や、友人との会話など些細なことで
も大切にしながら過ごすことができれば、と
考えております。

また私は自分のコミュニケーション能力
を向上させたいと考え、短期間ではあります
がロンドンへ語学留学をしました。ロンドン
に滞在している際にも、現地で生活されてる
慶應の先輩とお話する機会があり貴重な経
験をさせて頂きました。このようにプライ
ベートや職場でお会いした会計士の先輩方
が実は塾員の方であった、という出来事が多
くございます。このような時に慶應としての
繋がりをより感じることができ、心強く感じ
たのを鮮明に覚えております。このように私
自身も将来、先輩方と同じように義塾の後輩
に手を差し伸べることができるような人間
になれるよう、来年からの社会人生活を全力
で過ごしたいと思います。

まだまだ人間として、また公認会計士とし
て未熟では御座いますが様々なことに挑戦
をしていきたいと考えております。今後とも
ご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い
申し上げます。
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　平成28年公認会計士試験は、平成28年11月11日に合格者が発表されま

した。

　平成28年の公認会計士試験は、願書提出者総数10,256人、論文式受験

者数3,138人、最終合格者数1,108人となっています。合格率は10.8％でした。

このうち、慶應義塾出身の補習所登録者数は139人であり、２位早稲田の96

人に43人の差で首位となりました。これにより、慶應義塾は旧試験制度から

42年間連続して、公認会計士試験の王座を獲得しました。

　今後も合格者数首位を目指して、塾出身の受験者の確保と合格率上昇の

ためのバックアップを一層強化できるよう、関係各位のご協力をお願い申し上

げます。

【平成28年公認会計士試験の概要　短答式試験受験者等対象】

願書出願者総数 10,256人（前年10,180人）

短答式合格者数 1,501人（前年1,507人）

最終合格者数 1,108人（前年1,051人）

合格率 10.8％（前年10.3％）

【主な大学の合格者数（公認会計士三田会調べ）】

慶應義塾139名、早稲田96名、中央96名、明治72名、東京36名

同志社33名、立命館29名、関西学院27名、法政27名、神戸26名

 以上

《公認会計士試験の状況》
連続４2年間、合格者数首位を堅持
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１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 １０位

1 昭和４５年度
（１９７０）

慶應義塾
39

中央
29

早稲田
26

東京
12

一橋
9

明治
9

神戸
8

同志社
8

横浜国立
7

関西
4

2 昭和４６年度
（１９７１）

中央
51

早稲田
38

慶応義塾
28

明治
22

横浜国立
14

東京
8

神戸
8

同志社
7

京都
5

大阪市立
4

3 昭和４７年度
（１９７２）

慶應義塾
48

中央
47

早稲田
32

明治
17

東京
13

神戸
11

京都
10

一橋
9

横浜国立
6

同志社
5

4 昭和４８年度
（１９７３）

慶應義塾
42

早稲田
30

明治
18

中央
16

一橋
11

東京
9

日本
8

法政
5

横浜国立
2

立教
1

5 昭和４９年度
（１９７４）

中央
65

慶応義塾
61

早稲田
42

明治
25

東京
10

一橋
8

横浜国立
8

法政
7

立教
5 －

6 昭和５０年度
（１９７５）

慶應義塾
32

早稲田
22

中央
16

明治
16

東京
9

日本
6

法政
5

一橋
3 － －

7 昭和５１年度
（１９７６）

慶應義塾
50

早稲田
44

中央
29

明治
28

一橋
14

日本
8

法政
6

横浜国立
6

立教
6

東京
5

8 昭和５２年度
（１９７７）

慶應義塾
45

早稲田
44

明治
30

中央
26

一橋
13

日本
7

東京
6

法政
6

立教
6

横浜国立
5

9 昭和５３年度
（１９７８）

慶應義塾
39

早稲田
37

中央
34

明治
13

一橋
6

法政
6

東京
5

横浜国立
5

立教
3

日本
2

10 昭和５４年度
（１９７９）

慶應義塾
36

早稲田
29

中央
23

明治
14

一橋
9

法政
8

東京
5

横浜国立
5

立教
5

日本
5

11 昭和５５年度
（１９８０）

慶應義塾
30

早稲田
30

中央
27

明治
17

一橋
9

横浜国立
8

法政
5

東京
3

立教
3 －

12 昭和５６年度
（１９８１）

慶應義塾
26

早稲田
24

中央
20

明治
13

一橋
10

横浜国立
7

東京
6

法政
6

日本
3

立教
2

13 昭和５７年度
（１９８２）

慶應義塾
26

早稲田
18

明治
16

横浜国立
14

中央
11

一橋
8

東京
5

法政
4

立教
4

日本
1

14 昭和５８年度
（１９８３）

慶應義塾
39

早稲田
34

中央
20

明治
19

横浜国立
9

法政
8

一橋
8

東京
5

立教
5

日本
2

15 昭和５９年度
（１９８４）

慶應義塾
54

早稲田
40

中央
27

明治
20

一橋
12

横浜国立
11

東京
8

法政
6

日本
6

立教
3

16 昭和６０年度
（１９８５）

慶應義塾
53

早稲田
36

中央
21

明治
19

一橋
13

法政
12

横浜国立
10

日本
9

東京
9

立教
2

17 昭和６１年度
（１９８６）

慶應義塾
63

早稲田
56

中央
40

明治
28

一橋
12

横浜国立
12

東京
14

法政
13

日本
14

立教
4

18 昭和６２年度
（１９８７）

慶應義塾
68

早稲田
49

中央
36

明治
27

一橋
15

横浜国立
15

東京
13

法政
7

日本
7

立教
5

19 昭和６３年度
（１９８８）

慶應義塾
68

早稲田
45

中央
38

明治
23

一橋
18

東京
13

法政
13

横浜国立
10

日本
6

立教
2

20 平成元年度
（１９８９）

慶應義塾
108

早稲田
67

中央
35

明治
35

東京
26

一橋
18

法政
12

立教
12

日本
11

横浜国立
9

21 平成 2 年度
（１９９０）

慶應義塾
111

早稲田
78

中央
46

明治
36

一橋
24

東京
21

横浜国立
18

法政
15

立教
9

日本
8

22 平成３年度
（１９９１）

慶應義塾
108

早稲田
101

中央
50

明治
45

一橋
32

東京
28

横浜国立
14

法政
10

日本
8

立教
11

23 平成４年度
（１９９２）

慶應義塾
126

早稲田
110

一橋
46

中央
41

東京
40

明治
36

法政
24

横浜国立
19

立教
14

日本
5

24 平成５年度
（１９９３）

慶應義塾
109

早稲田
98

中央
46

東京
45

一橋
36

明治
32

法政
13

横浜国立
19

立教
8

日本
15

25 平成６年度
（１９９４）

慶應義塾
140

早稲田
102

東京
57

一橋
37

中央
29

明治
27

横浜国立
19

法政
14

立教
10

日本
4

26 平成７年度
（１９９５）

慶應義塾
134

早稲田
134

中央
41

東京
39

一橋
27

明治
22

横浜国立
15

法政
11

日本
8

立教
8

27 平成８年度
（１９９６）

慶應義塾
115

早稲田
95

中央
39

一橋
38

東京
34

明治
23

横浜国立
22

法政
14

日本
11

立教
4

28 平成９年度
（１９９７）

慶應義塾
115

早稲田
85

中央
38

東京
33

一橋
26

明治
24

横浜国立
19

法政
14

立教
12

日本
8

29 平成１０年度
（１９９８）

慶應義塾
119

早稲田
97

中央
34

東京
29

明治
28

一橋
21

横浜国立
14

法政
13

日本
12

立教
9

30 平成１１年度
（１９９９）

慶應義塾
133

早稲田
88

中央
47

東京
47

一橋
35

明治
27

法政
23

横浜国立
21

日本
12

立教
11

31 平成１２年度
（２０００）

慶應義塾
136

早稲田
90

中央
60

東京
50

一橋
35

明治
35

法政
23

立教
18

横浜国立
16

日本
13

32 平成１３年度
（２００１）

慶應義塾
155

早稲田
134

東京
68

中央
59

一橋
47

明治
42

横浜国立
22

日本
13

法政
11

立教
11

33 平成１４年度
（２００２）

慶應義塾
183

早稲田
140

中央
94

東京
75

一橋
54

明治
39

横浜国立
23

法政
22

立教
21

日本
16

34 平成１５年度
（２００３）

慶應義塾
228

早稲田
152

東京
78

中央
76

一橋
71

京都
49

同志社
48

神戸
47

明治
45

大阪
37

35 平成１６年度
（２００４）

慶應義塾
208

早稲田
153

東京
93

中央
76

神戸
62

明治
60

同志社
56

一橋
56

京都
50

立命館
40

36 平成１7 年度
（２００５）

慶應義塾
209

早稲田
159

中央
106

東京
61

一橋
51

同志社
48

神戸
43

明治
40

関西学院
40

京都
37

37 平成１8 年度
（２００６）

慶應義塾
224

早稲田
146

東京
73

一橋
69

中央
64

明治
55

同志社
49

京都
48

神戸
38

関西学院
35

38 平成１9 年度
（２００７）

慶應義塾
411

早稲田
293

中央
150

明治
105

神戸
105

同志社
102

東京
99

一橋
94

京都
73

立命館
71

39 平成 20 年度
（２００８）

慶應義塾
375

早稲田
307

中央
160

東京
114

明治
110

同志社
102

一橋
93

立命館
85

神戸
83

京都
82

40 平成 21 年度
（２００９）

慶應義塾
258

早稲田
247

中央
159

東京
84

明治
72

一橋
56

関西学院
56

神戸
52

同志社
52

法政
49

41 平成 22 年度
（２０１０）

慶應義塾
251

早稲田
221

中央
152

明治
98

東京
67

同志社
62

立命館
57

神戸
49

関西学院
46

京都
45

42 平成 23 年度
（２０１１）

慶應義塾
210

早稲田
169

中央
96

明治
83

立命館
52

京都
47

一橋
46

東京
44

同志社
38

関西学院
36

43 平成 24 年度
（２０１２）

慶應義塾
161

早稲田
109

中央
99

明治
63

同志社
49

法政
38

立命館
30

神戸
29

青山学院
29

東京
28

44 平成 25 年度
（２０１３）

慶應義塾
121

早稲田
93

中央
77

明治
68

同志社
49

神戸
36

東京
33

関西学院
32

京都
31

青山学院 立命館
26

45 平成 26 年度
（２０１4）

慶應義塾
120

早稲田
94

中央
87

明治
69

同志社
43

立命館
29

関西
29

関西学院
28

法政
27

神戸
27

46 平成 27 年度
（２０１5）

慶應義塾
123

早稲田
91

中央
64

明治
56

同志社
33

関西
29

関西学院
28

神戸
28

東京
23

専修
22

47 平成 28 年度
（２０１6）

慶應義塾
139

早稲田
96

中央
96

明治
72

東京
36

同志社
33

立命館
29

関西学院
27

法政
27

神戸
26

順位年次

公認会計士第２次試験及び公認会計士試験　大学・年度別合格者数一覧表
公認会計士三田会調べ
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第40期総会

平成28年3月28日午後5時30分から公認会計士三田会第40期総会を開催しました。第40期の事業報告、

会計報告を行い、第41期事業計画及び予算を承認しました。

春季研修会

総会に続き行われた春季研修会では、日本公認会計士協

会会長の森公高君を講師として迎え、「社会に貢献する公認

会計士」をテーマに、公認会計士協会の活動や業界の最新

テーマについて講演を頂戴しました。

新人歓迎会

続いて、平成28年新人歓迎会を開催しました。慶應義塾常

任理事渡部直樹様、慶應義塾大学商学部長榊原研互教授、

商学部永見尊教授、同友岡賛教授、同梅津准教授をお迎えし

て、平成27年合格者をお祝いしました。

秋季研修会

平成28年10月6日に慶應義塾大学理工学部管理工学科  

教授の山口高平先生を講師としてお迎えして「人工知能（AI）

の最新動向と新しい社会に向けて」をテーマに講演をいただき

ました。人工知能とは何かから始まり、現在の人工知能の実際、

その可能性についてご講演をいただきました。
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早慶戦ゴルフ

平成28年9月24日に取手国際ゴルフ倶楽部でゴルフ早慶

戦に出陣しました。

早稲田のエース今野博選手、小川明選手、有賀美典選手の

グロス70台を揃えられた上に、慶應のプレーヤーが総崩れしてし

まい、これで4年続けて負けてしまいました。平成28年の大学野

球部早慶戦は春が早稲田の勝ち、秋は慶應の勝ちでした。

大学対抗ゴルフ十月会

平成28年10月10日に第29回十月会が茨城ゴルフ倶楽部で

開催されました。

慶應の誇るダブルエースの一人高濱朋弘君が、個人ネット

優勝、もう一人のエース増田航君がグロス76で上がり、ハンデ

に恵まれたキャプテン小坂君がネットで6位、協会会長の大役

を退任した森公高君がネットで10位に入る好成績を納めまし

た。結果、ネットスコア団体戦は順位としては法政に次ぐ2位で

したが、大会ルールで2年連続優勝が出来ないことから、慶應義塾が繰り上がり優勝となりました。

来年は幹事校となりますので、皆様のご協力をよろしくお願いします。

三田会ゴルフコンペ

平成28年12月29日に三田会ゴルフコンペがレイクウッドゴルフクラブで開催されました。

快晴微風の冬には望むべくもない好天のもと三田会ゴルフコンペが開催されました。グロススコアで競っ

た優勝は、柳澤義一君、準優勝は佐竹正幸君でした。小坂キャプテンの奥様も参加され、トップアマのプ

レーを間近に見ることができました。ありがとうございます。

ゴルフ場の社長は塾出身ということで、大変お世話になりました。ありがとうございました。
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役 　 　 職 卒 業 年 度 氏        名
会 長 S 5 1 年 卒 山 田 　 辰 己
副 会 長 S 5 3 年 卒 小 坂 　 義 人
副 会 長 S 5 9 年 卒 大 塚 　 敏 弘
副 会 長 S 6 1 年 卒 関 川 　 正
副 会 長 H 8 年 卒 吉 川 　 高 史
副 会 長 Ｈ 1 8 年 卒 米 田 　 惠 美
幹 事 S 4 7 年 卒 河 原 　 茂 晴
幹 事 Ｓ 4 9 年 卒 梶 川 　 融
幹 事 S 4 8 年 卒 桃 崎 　 有 治
幹 事 S 5 1 年 卒 新 田 　 誠
幹 事 S 5 2 年 卒 小 見 山 　 満
幹 事 S 5 2 年 卒 池 上 　 玄
幹 事 S 5 2 年 卒 佐 藤 　 行 正
幹 事 S 5 2 年 卒 山 崎 　 博 行
幹 事 S 5 3 年 卒 沼 田 　 徹
幹 事 S 5 3 年 卒 高 津 　 靖 史
幹 事 S 5 4 年 卒 柳 澤 　 義 一
幹 事 S 5 5 年 卒 森 　 公 高
幹 事 S 5 5 年 卒 永 田 　 高 士
幹 事 S 5 6 年 卒 金 井 　 沢 治
幹 事 S 5 6 年 卒 澤 田 　 尚 史
幹 事 S 5 7 年 卒 関 口 　 弘 和
幹 事 S 5 7 年 卒 篠 原 　 真
幹 事 S 5 8 年 卒 上林　三子雄
幹 事 S 5 8 年 卒 山 田 　 雅 弘
幹 事 S 5 9 年 卒 澤 口 　 雅 昭
幹 事 S 5 9 年 卒 志 村 　さやか
幹 事 S 6 0 年 卒 渡 辺 　 伸 啓
幹 事 S 6 0 年 卒 古 杉 　 裕 亮
幹 事 S 6 0 年 卒 山 本 　 美 晃
幹 事 S 6 1 年 卒 海 野 　 隆 義
幹 事 S 6 1 年 卒 今村　友妃子
幹 事 S 6 1 年 卒 加 藤 　 達 也
幹 事 S 6 2 年 卒 安 藤 　 武
幹 事 S 6 2 年 卒 要 石 　 博 之
幹 事 S 6 2 年 卒 上 倉 　 要 介
幹 事 S 6 2 年 卒 若 林 　 健 太
幹 事 S 6 2 年 卒 尾 立 　 源 幸
幹 事 S 6 2 年 卒 川 上 　 尚 志
幹 事 S 6 3 年 卒 椎 名 　 弘
幹 事 S 6 3 年 卒 佐 藤 　 裕 紀
幹 事 S 6 3 年 卒 田中　耕一郎
幹 事 S 6 3 年 卒 岡 田 　 貴 子
幹 事 S 6 3 年 卒 岡 谷 　 直 人
幹 事 S 6 3 年 卒 中 村 　 元 彦
幹 事 S 6 3 年 卒 新 井 　 達 哉
幹 事 H 1 年 卒 菅 野 　 雅 子
幹 事 H 1 年 卒 阪 田 　 大 門
幹 事 Ｈ 1 年 卒 吉 田 　 慶 太
幹 事 H 1 年 卒 北 澄 　 和 也
幹 事 H 2 年 卒 高 橋 　 克 典
幹 事 H 2 年 卒 藤 本 　 貴 子
幹 事 H 3 年 卒 志 賀 　 恭 子
幹 事 H 3 年 卒 鈴木　真紀江
幹 事 H 5 年 卒 荒 張 　 健
幹 事 H 5 年 卒 百 瀬 　 和 政
幹 事 H 5 年 卒 古 内 　 和 明
幹 事 H 5 年 卒 山 邉 　 道 明
幹 事 H 6 年 卒 菅 谷 　 圭 子
幹 事 H 6 年 卒 松 本 　 憲 明
幹 事 H 6 年 卒 御厨　健太郎
幹 事 H 6 年 卒 関 　 浩 一 郎
幹 事 H 6 年 卒 石 原 　 宏 司
幹 事 H 6 年 卒 曽 宮 　 啓 介
幹 事 H 6 年 卒 松 浦 　 竜 人
幹 事 H 7 年 卒 森 田 　 健 司
幹 事 H 7 年 卒 森 谷 　 健
幹 事 H 7 年 卒 荒 谷 　 繁
幹 事 H 7 年 卒 北 村 　 崇
幹 事 H 7 年 卒 秋山　修一郎
幹 事 Ｈ 8 年 卒 長 尾 　 宗 尚
幹 事 Ｈ 8 年 卒 高 山 　 雄 大
幹 事 Ｈ 8 年 卒 綿 貫 　 敦 文
幹 事 Ｈ 8 年 卒 高 木 　 修
幹 事 Ｈ 8 年 卒 淡 島 　 國 和
幹 事 H 9 年 卒 古 賀 　 智 彦
幹 事 H 9 年 卒 篠 崎 　 友 宏

役 　 　 職 卒 業 年 度 氏        名
幹 事 H 9 年 卒 三 根 　 大 介
幹 事 H 9 年 卒 廣 野 　 清 志
幹 事 H 1 0 年 卒 江 幡 　 　 淳
幹 事 H 1 0 年 卒 間 宮 　 光 健
幹 事 H 1 2 年 卒 緒 方 　 浩 一
幹 事 H 1 2 年 卒 三 好 　 巧
幹 事 H 1 3 年 卒 齊 藤 　 慶 三
幹 事 H 1 3 年 卒 本 多 　 守
幹 事 H 1 3 年 卒 国 見 　 健 介
幹 事 H 1 4 年 卒 小 松 　 浩 幸
幹 事 H 1 4 年 卒 高 山 　 大 輔
幹 事 H 1 4 年 卒 黒澤　久美子
幹 事 H 1 5 年 卒 根 建 　 栄
幹 事 H 1 5 年 卒 吉 田 　 勇 太
幹 事 H 1 5 年 卒 荻 野 　 尚 武
幹 事 H 1 5 年 卒 小 川 　 雅 嗣
幹 事 H 1 5 年 卒 野 池 　 毅
幹 事 H 1 5 年 卒 双 木 　 宏
幹 事 H 1 5 年 卒 藤 本 　ひかり
幹 事 H 1 5 年 卒 濱 　 貴 之
幹 事 H 1 5 年 卒 荒 井 　 悠 己
幹 事 H 1 6 年 卒 和 田 　 拓 郎
幹 事 H 1 6 年 卒 並 木 　 俊 朗
幹 事 H 1 6 年 卒 門 澤 　 麻 里
幹 事 H 1 6 年 卒 上 平 　 洋 輔
幹 事 H 1 6 年 卒 新 井 　 佑 介
幹 事 H 1 6 年 卒 佐 藤 　 彩 子
幹 事 H 1 6 年 卒 英 　 正 樹
幹 事 H 1 6 年 卒 齋藤　啓太郎
幹 事 H 1 6 年 卒 赤 羽 　 悠 二
幹 事 H 1 6 年 卒 杣 野 　 慶 二
幹 事 H 1 6 年 卒 依 田 　 知 明
幹 事 H 1 6 年 卒 岡 田 　 泰 治
幹 事 H 1 7 年 卒 門田　美由紀
幹 事 H 1 7 年 卒 渋 佐 　 寿 彦
幹 事 H 1 7 年 卒 加 来 　 義 智
幹 事 H 1 7 年 卒 齊 藤 　 雄 一
幹 事 H 1 7 年 卒 髙 梨 　 良 紀
幹 事 H 1 7 年 卒 渡 辺 　 一 生
幹 事 H 1 8 年 卒 天 野 　 真 衣
幹 事 H 1 8 年 卒 清水　麻奈美
幹 事 H 1 8 年 卒 片 山 　 恵
幹 事 H 1 9 年 卒 幡 野 　 裕 明
幹 事 H 2 0 年 卒 中谷　恵理子
幹 事 H 2 0 年 卒 清水　陽一郎
幹 事 H 2 0 年 卒 土 井 　さやか
幹 事 H 2 0 年 卒 山 根 　 寿 晃
幹 事 H 2 0 年 卒 平 山 　 拓 也
幹 事 H 2 1 年 卒 宮 山 　 韓 知
幹 事 H 2 1 年 卒 善 林 　 優 子
幹 事 H 2 1 年 卒 大 星 　 宏 晶
幹 事 H 2 1 年 卒 豊 田   裕 文
幹 事 H 2 2 年 卒 上 田 　 彩 夏
幹 事 H 2 2 年 卒 渡 部 　 亮
幹 事 H 2 2 年 卒 澤 崎 　 萌
幹 事 H 2 2 年 卒 清 水 　 瞬
幹 事 H 2 2 年 卒 森 田 　 雄 太
幹 事 H 2 2 年 卒 川 西 　 祐 輔
幹 事 H 2 3 年 卒 今 野 　 洋
幹 事 H 2 3 年 卒 芝 　 由 里 子
幹 事 H 2 3 年 卒 田 中 　 隆 寛
幹 事 H 2 3 年 卒 高 野 　 阿 弓
幹 事 H 2 3 年 卒 清 水 　 裕 文
幹 事 H 2 3 年 卒 奥 山 　 健 人
幹 事 H 2 3 年 卒 渡邊　三南子
幹 事 H 2 3 年 卒 津 田 　 覚
幹 事 H 2 3 年 卒 坂 本 　 修 一
幹 事 H 2 4 年 卒 富 取 　 祐 香
幹 事 H 2 4 年 卒 神 原 　 大 樹
幹 事 H 2 4 年 卒 徳 田 　 華 子
幹 事 H 2 4 年 卒 矢島　淳太郎
幹 事 H 2 4 年 卒 藤 野 　 里 奈
幹 事 H 2 4 年 卒 韮 澤 　 一 平
幹 事 H 2 4 年 卒 菅 原 　 晃 介
幹 事 H 2 4 年 卒 細 野 　 光 史
幹 事 H 2 4 年 卒 山本　早和美
幹 事 H 2 4 年 卒 荻 野 　 創 平

役 　 　 職 卒 業 年 度 氏        名
幹 事 H 2 4 年 卒 野 村 　 孟 弘
幹 事 H 2 5 年 卒 田 宗 　 千 明
幹 事 H 2 5 年 卒 濱 田 　 浩 介
幹 事 H 2 5 年 卒 井 上 　 大 輔
幹 事 H 2 5 年 卒 近 藤 　 祐 章
幹 事 H 2 5 年 卒 佐 藤 　 佳 樹
幹 事 H 2 5 年 卒 長 野 　 早 紀
幹 事 H 2 5 年 卒 山 縣 　 奈 央
幹 事 H 2 5 年 卒 浅見　理紗子
幹 事 H 2 5 年 卒 上條　有佳里
幹 事 H 2 5 年 卒 信 田 　 淳
幹 事 H 2 6 年 卒 浦 山 　 太 貴
幹 事 H 2 6 年 卒 井 口   蔵 人
幹 事 H 2 6 年 卒 有 馬 　 大 騎
幹 事 H 2 6 年 卒 内 藤 　 翔 斗
幹 事 H 2 6 年 卒 福田　彩和佳
幹 事 H 2 6 年 卒 古 川 　 領 亮
幹 事 H 2 6 年 卒 副島　慎太郎
幹 事 H 2 7 年 卒 吉田　康太郎
幹 事 H 2 8 年 卒 野 村 　 航 洋
幹 事 H 2 8 年 卒 山本　健太郎
幹 事 在 学 中 三浦　優一朗
幹 事 在 学 中 清 水 　 亮
会 計 監 事 S 5 5 年 卒 市 村 　 清
会 計 監 事 H 2 年 卒 茂 木 　 哲 也

年度世話人 S 5 3 年 卒 小 坂 　 義 人
年度世話人 S 5 3 年 卒 沼 田 　 徹
年度世話人 S 5 3 年 卒 高 津 　 靖 史
年度世話人 S 6 3 年 卒 椎 名 　 弘
年度世話人 S 6 3 年 卒 佐 藤 　 裕 紀
年度世話人 S 6 3 年 卒 田中　耕一郎
年度世話人 S 6 3 年 卒 岡 田 　 貴 子
年度世話人 S 6 3 年 卒 岡 谷 　 直 人
年度世話人 S 6 3 年 卒 中 村 　 元 彦
年度世話人 S 6 3 年 卒 新 井 　 達 哉
年度世話人 H 1 0 年 卒 江 幡 　 淳
年度世話人 H 1 0 年 卒 間 宮 　 光 健
年度世話人 H 2 0 年 卒 中谷　恵理子
年度世話人 H 2 0 年 卒 清水　陽一郎
年度世話人 H 2 0 年 卒 土 井 　さやか
年度世話人 H 2 0 年 卒 山 根 　 寿 晃
年度世話人 H 2 0 年 卒 平 山 　 拓 也

新人世話人 H 1 7 年 卒 福 島 　 崇 博
新人世話人 H 2 0 年 卒 長 谷 　 翼
新人世話人 H 2 4 年 卒 山内　里花子
新人世話人 H 2 6 年 卒 河 合 　 悠 子
新人世話人 H 2 7 年 卒 裵 　 銀 珍
新人世話人 H 2 8 年 卒 大 谷 　 晴 香
新人世話人 H 2 8 年 卒 柴 田 　 勝 浩
新人世話人 在 学 中 鄭 　 善 斗
新人世話人 在 学 中 岡 村 　 拓 門
新人世話人 在 学 中 島 　 仁 美
新人世話人 在 学 中 井 上 　 貴 博
新人世話人 在 学 中 西 村 　 英 莉
新人世話人 在 学 中 寺 谷 　 暢 泰
新人世話人 在 学 中 水 落 　 智 久
新人世話人 在 学 中 塩 谷 　 香 乃

相 談 役 S 2 6 年 卒 向 山 　 清 志
相 談 役 S 3 0 年 退 宇 野 　 皓 三
相 談 役 S 3 4 年 卒 森 重 　 榮
相 談 役 S 3 6 年 卒 野 田 　 晃 子
相 談 役 S 4 1 年 卒 石 井 　 清 之
相 談 役 S 4 2 年 卒 青 木 　 雄 二
相 談 役 S 4 2 年 卒 一法師　信武
相 談 役 S 4 2 年 卒 杉山　美代子
相 談 役 S 4 3 年 卒 湯 佐 　 富 治
相 談 役 S 4 5 年 卒 山田　幸太郎
相 談 役 S 4 6 年 卒 佐 竹 　 正 幸
相 談 役 S 4 9 年 卒 加 藤 　 晶 春
相 談 役 S 5 6 年 卒 後 藤 　 順 子

役員一覧
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第１章		 総　　則

（名　　称）
第１条	 本会は、公認会計士三田会と称する。

（目　　的）
第２条	 本会は、会計及び監査に関する学術の研究、

会員の知識及び経験の交流、業務の協調、会
員相互の親睦並びに後進の指導育成等を図る
ことを目的とする。

（事 務 所）
第３条	 本会の事務所を、幹事会の指定する場所に置

く。

（事　　業）
第４条	 本会は、第２条の目的を達成するため、次の

事業を行う。
1、会計及び監査の実務、学術等に関する研
究会、講演会等の開催

2、内外の資料の調査、研究
3、業務情報の交換
4、会報その他刊行物の発行
5、その他前各号に附帯する事業

第２章		 会　　員

（会　　員）
第５条	 慶応義塾に在学した者で、公認会計士、会計

士補、これらの有資格者及び公認会計士試験
合格者をもって会員とする。

第３章		 役　　員

（会長、副会長、幹事）
第６条	 本会に、会長、副会長、幹事を置く。会長は

１名とし、副会長、幹事は若干名とする。

（会計監事）
第７条	 本会に、会計監事２名を置く。

（相 談 役）
第８条	 本会に、相談役を置くことができる。

（幹事及び会計監事の選出並びに任期）
第９条	 幹事及び会計監事は、会員のうちから定時総

会において選出する。
２、幹事及び会計監事の任期は、定時総会の
ときから始まって、就任後第２回目の定時総
会終了のときまでとする。

（会長、副会長、相談役の選任）
第10条	会長、副会長は、幹事の互選により選出す

る。相談役は、会長が指名する。

第４章		 総　　会

（総会の種類）
第11条	総会は、定時総会及び臨時総会とする。

（総会の開催）
第12条	定時総会は会計年度終了後5ケ月以内に、臨

時総会は必要に応じ、幹事会の議を経て会長
が招集する。

第５章		 会　　計

（会　　費）
第13条	本会の経費は、会費、臨時会費及び寄附金を

もってこれに当てる。
２、会費は、公認会計士は年額10,000円、
会計士補ならびに公認会計士試験合格者は
3,000円とする。なお、公認会計士のうち
近年に卒業した会員に対して会費を一部減額
することを認め、その取扱は幹事会にて決定
する。
有資格者の会費については、これに準ずる。

（会計年度）
第14条	本会の会計年度は、毎年１月１日に始まり、

１２月３１日に終わる。

第６章		 会則の変更

（会則の変更）
第15条	会則の変更は、総会の決議による。

（附　　則）
この会則は、昭和５２年９月１２日から施行する。

（附　　則）(平成20年1月30日改正)
第5条、第12条、第13条の改正は、第31事業年度
より適用する。

（附　　則）(平成23年12月14日改正)
第14条の改正は、第36事業年度より適用する。

公 認 会 計 士 三 田 会 ・ 会 則 制定	 昭和 52 年		9 月		1 日
改正	 昭和 55 年		1 月 21 日
改正	 昭和 58 年		1 月 10 日
改正	 昭和 61 年		1 月 17 日
改正	 平成 15 年		1 月 29 日
改正	 平成 15 年 12 月		4 日
改正	 平成 20 年		1 月 30 日
改正	 平成 23 年 12 月 14 日
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